
主目的 3 13 4

副目的

款 項 目 大 中

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

新成人を対象に成人式式典を開催し、社会の一員としての新成人の自覚の向上を図る。

内容

（手段）

◆２５年度実施内容

・各中学校から推薦された新成人が運営委員となる運営委員会を開催し、新成人による成

人祝賀式を企画運営した。

・運営委員会では、過去の内容を再検討し、自分達でイベントの実施、記念品の有無、交流

会のあり方などを決定した。

・第1回目に昨年の運営委員６人にも参加してもらい、企画する上の助言をもらった。

・第1、２回の運営委員会では、アイスブレークゲームを取り入れ、緊張をほぐし、意見の出

やすい環境づくりを行った。

・職員は、運営委員会及び、成人祝賀式がスムーズに企画運営できるよう、助言・支援をし

た。

・運営委員会開催回数：１０回（委員会９回、リハーサル１回）

・成人祝賀式修了後、運営委員に運営委員会や式典について、アンケート調査を行った。ま

た、反省会として、運営委員に参加してもらい、次年度の資料とした。
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た、反省会として、運営委員に参加してもらい、次年度の資料とした。

・応援職員に、式典の運営について意見をもらい、次年度の資料とした。

・平成26年1月12日（日）13:30～15:30　パークアリーナ小牧において式典開催。

　第1部式典、第2部イベント（ビデオレター）、第3部交流会を実施。

◆２５年度直接経費の内訳

成人式運営委託料（4,216千円）

◆２６年度直接経費の内訳

成人式運営委託料（4,516千円）
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事業の

達成状況

対象者数1,624人、参加者数約1,200人、出席率は74%であり、目標達成にはいたらな

かった。

中学生には成人式への興味を持つ機会を提供し、新成人には中学生の自分を振り返

り、大人となった自覚を促すことを目的として、中学生ボランティアスタッフを募集し、

13人が活動した。
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事業実施におけ

る課題

教育委員会から、こども未来部へ所管課が変更となって、応援職員の体制が大きく変

わることになる。スムーズな式典運営を行うための部内及び関係各課との調整が、従

来以上に必要となる。
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一次評価のとおり。維　持

方向性の判定

事業を縮小・

廃止したときの

影響

判　定　理　由方向性の判定

維　持

市政50周年記念事業として、タイムカプセルが作られた。本年の新成人が10年後の

自分に向けた手紙を入れており、タイムカプセルを開け、手紙を郵送するなど、一連

の作業と、式典当日のセレモニーについて、運営委員会、ロータリークラブ、秘書広報

課と連携して事業を展開する。
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２７年度以降

の改善案

式典会場開始直前に会場へ入場する新成人が多く、入場口が非常に混雑し式典開

始時間が遅れる状況であったため、入場口を２箇所にし混雑緩和を図り、スムーズな

式典運営を図る。

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

本市の式典は、新成人による運営委員会方式であり、毎年運営委員の協力のもと、

厳粛な雰囲気の中、実施されている。反省会での意見も達成感を感じられたなど、前

向きな意見が多く出されている。前年度の委員として、第1回目に参加する場合も、後

輩達と一緒に委員会を盛り上げてくれるなど、良い循環ができつつある。

判定理由

広く市民に周知され、認知されている事業のため、事業の廃止は市民の理解が得ら

れない。

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２６年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）


